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要約 画像解析により算出された牛ロース芯面積に占める脂肪交雑の面積割合(脂肪面積比)と格

付員による BMSナンパーとの関連性におよぼす品種の効果を検討した。材料は黒毛和種32頭(以下，

JB)，アパディン・アンガス種5頭 (AA)，JBX >tルスタイン種7頭 (BH)， JBXAA11頭 (BA)およ

びJBXマリーグレ一種3頭 (BM)である.粒子面積階層別に脂肪交雑粒子の平均面積とその標準偏差

および粒子数を算出した. さらに脂肪交雑の配置バランスを数値化した.同ーの BMSナンパーにおい

て， JBの脂肪面積比は，他に比較し低い績を示した (Pく0.05).粒子の平均面積は，すべての粒子面積

階層においてJB，AAならびに BMが， BAおよびBHに比較し小さい傾向にあった.JBの脂肪交雑粒

子数は，すべての粒子面積階層において少ない傾向にあった.また， JBおよびBMの脂肪交雑は，他の

品種に比較し，均一に配置していた.

ロース芯断面内の脂肪交雑は肉牛の改良において注目

される形質の一つである.脂肪交雑を目的とした育種・

肥育試験の最終成績として，格付員による BMSナン

パーだけでなく化学的に定量したロース芯内の組脂肪含

量が使われることがある6，8) ところが，同ーの粗脂肪含

量であっても，黒毛和種はより高い BMSナンパーとし

て評価されることが指摘されている.

口田ら1.2)は，輪郭線比較法を取り入れた画像解析に

より，ロース芯内の脂肪交雑を比較的正確に 2値化し，

ロース芯に占める脂肪交雑の面積比(以下，脂肪面積

比)，粒子のあらさなどを数値化する方法を開発した.ま

た算出された脂肪面積比を用いることで，ロース芯内の

粗脂肪含量を高い精度で推定可能であると報告したの.

小堤ら6)は黒毛和種およびホルスタイン種去勢牛につ

いて，牛肉の理化学的特性と旧規格による格付等級との

関連性について検討を行っているが， 1988年に改正され

た牛枝肉取引規格，)により評価された枝肉に対する粗脂

肪含量と格付成績の関連性における品種聞の相違をあつ

かった報告はない. 口回らのは，画像解析から得られた

値を用い，格付員により評価された BMSナンバーを自

動的に判定する試みを行っている. BMSナンバー判定
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にあたっては，脂肪面積比が最も大きく影響しており，

BMSナンバーと脂肪面積比との関連性に品種間で差異

が存在すれば，画像解析による BMS判定を品種ごとに

行う必要が生じる.本研究では，格付員により評価され

たBMSナンバーと，画像解析により算出された脂肪面

積比との関連性におよぼす品種の効果を，特に BMSナ

ンパーが低い材料を使って調査し，品種ごとの BMSナ

ンパー判定の必要性の有無について検討することを目的

とした.

材料および方法

材料は黒毛和種 32頭(以下， JB)，アバディン・アン

ガス種5頭 (AA)，黒毛和種×ホルスタイン種7頭

(BH)，黒毛和種×アパディン・アンガス種 11頭 (BA)

および黒毛和種Xマリーグレー種3頭 (BM)，合計58

頭の部分肉(リプロース)である.これらの材料は日本

食肉格付協会の格付員により格付された後，部分肉とし

て整形され，真空パック後，冷蔵下で輸送されたもので

ある.材料到着後，枝肉保冷用冷蔵庫で半日以上冷蔵し，

6-7肋骨聞の切断面を CCDカメラ (SONY: DXC930) 

で撮影した. CCDカメラは撮影する面と垂直になるよ
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Effec旬 ofbreed on the re!ationship between B田 fMarb!泊gStandard (BMS) number by the exarniners and ratio of 

fat area to ribeye area (RFA) calcu!ated by image analysis were inv田“gated. Pictures of the ribeye area of 32 Japan田 e

B1ack (JB)， 5 Aberdeen Angus (AA)， 7 JB X Ho!stein (BH)， 11 JB X AA (BA) and 3 JB X Murray Grey (BM) were used. 

Averages and standard deviations for the ar曲 ofmarb¥ing particle， and numbers of marbling partic!e were calcu!ated for 

marb¥ing partic1田 withtheir areas greater than 0.01， 0.05， 0.1， 0.5 and I.Ocm2
• Standard deviations of marbling 

percentage for small areas which were obtained by dividing the ribeye泊to4， 9， 25 and 1∞partitions were ca!culated by 

the image ana!ysis method. The average and standard deviation of marbling partic!e area for JB， AA and BM tended 

to be !ower than those for BA and BH. The nu皿.berof皿 arblingfor JB was smaller than those for other 4 breeds.τbe 

dispersion of marbling for JB and BM tended to be uniform compared with those for other 3 br田 ds. RFA f.町 JBwas

significantly !ower than those for other 4 breeds in BMS number 2 and 3.Animal Science Journal， 70 (8) : J106-J11O， 

1999 
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